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10月22日（日）グラウンドワーク推進協議会による「エコカヌー教室」からの１枚です。
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ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

 

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼

却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が
少
な

く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理
の
た
め

に
相
応
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉
で

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す

る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ
せ
ら
れ

◎「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」により廃棄物の野
焼きは一部の例外を除いて禁
止されています。
◎野焼きは直接罰の対象となり
ます。

３年以下の懲役もしくは300
万円以下の罰金、またはこれ
らの両方

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千

倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を減

ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な
ど

様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え
に
非

常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
土
、

川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人
と
食

物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ

れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の
は
、
母

体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん
の
ル
ー
ト
で

の
影
響
で
す
。
21
世
紀
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
野
焼
き
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

  

☎ 

０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

  

☎ 

２
４

－

７
８
５
１

秋
の
火
災
予
防

運
動
始
ま
る

4つの対策
★逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器具を設置する。
★火災から身を守るために、寝具や衣類に防炎製品を使
用する。
★火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設
置する。
（火災を未然に防ぐため、安全暖房器具・調理器具や燃
えにくいカーテンなどの防炎物品及び寝具などの防炎
製品の使用も有効です。）

★お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。
（放火を除く、建物火災による死者の大半が高齢者、乳
幼児等で占められています。お年寄りや子どもたちの
ような災害弱者は、１階のすぐ戸外に避難できる場所
に寝室をとり、整理整頓にも注意しましょう。）

火事・救急は　１１９番
火災等問い合わせは　　０８８－８９３－３８００
仁淀消防組合消 防 署　０８８－８９３－３２２１
　　　　　　春野分署　０８８－８９４－３４３０
　　　　　　吾北分署　０８８－８６７－２８１２
　　　　　　日高分署　２４－５４１１

住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント　－３つの習慣・４つの対策－

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と

か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す

く
、
ま
た
一
旦
火
災
が
発

生
す
る
と
急
速
に
延
焼
拡

大
し
、
大
火
に
な
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
毎

年
こ
の
時
期
に
あ
ら
た
め

て
、
住
民
の
皆
様
に
「
火

の
用
心
」
に
対
す
る
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
火

災
予
防
思
想
の
普
及
並

び
に
啓
発
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
11
月
９
日
㈭
を

「
１
１
９
番
の
日
」
と
定

め
、
11
月
15
日
㈬
ま
で
の

１
週
間
、「
消
さ
な
い
で

　

あ
な
た
の
心
の　

注
意

の
火
」
の
防
火
標
語
の
も

と
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

仁
淀
消
防
管
内
で
は
、

平
成
18
年
１
月
〜
８
月
ま

で
の
間
に
、
建
物
火
災
７

件
、
林
野
火
災
２
件
、
そ

の
他
火
災
12
件
と
合
計
21

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

3つの習慣
★寝たばこは、絶対やめる。
（毎年たばこは出火原因の上位を占めてい
ます。たばこの投げ捨て、消し忘れ、寝た
ばこ等は、絶対に止めましょう。）

★ストーブは、燃えやすいものから離れ
た位置で使用する。

（寒さとともにストーブなどの暖房器具を
使い始めますが、使用前には必ず点検整備
を行い正しい使い方で使用しましょう。）

★ガスコンロなどのそばを離れるとき
は、必ず火を消す。

（食生活の変化に伴い、冷凍食品の普及と
ともに、住宅火災の原因でコンロ火災（天
ぷら油等）によるものが年々増加していま
す。天ぷらを揚げる温度は180度、この温
度に達する時間は約５分、天ぷら油が自然
発火する温度は約360度、その温度に達す
る時間が約15分～20分。コンロ使用中にそ
の場を離れる場合は必ず火を消してから離
れるようにしましょう。）
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～ひとりで悩まないで～
　犯罪の被害に遭われますと、その後においても事件を思
い出して怖くて不安になったり、眠れなくなったりするな
ど、心身共にいろいろな症状に悩まされることがあります。
被害に遭われた、あなた！　警察は、あなたの味方です。
　警察の人に話を聞いてもらいたいけれど、警察署に行く
のはちょっと勇気がいると迷われている方、警察では次の
ような各種相談電話を設置し、それぞれ専門の職員が相談
にお答えします。
　ひとりで悩まないで、まずは電話をかけてください。

相談電話 内　　容 電話番号
警 察 総 合
相 談 電 話

警察に対する意見・要望、
各種相談

088-823-9110
♯9110　　

犯 罪 被 害 者
ホットライン

犯罪被害に遭われた方の
心の悩み 088-871-3110

ヤ ン グ
テ レ ホ ン

少年の非行や問題行動に
関する相談 088-822-0809

い じ め
相 談 電 話

子どものいじめに関する
相談 088-872-7867

ハイテク犯罪
相 談 電 話

ハイテク犯罪に関する悩み
【メールアドレス
haiteku@i-kochi.or.jp】

088-875-3110

鉄 道 よ ろ ず
相 談 電 話

列車内、JR駅構内等での
被害に関する悩み 088-884-9595

悪質商法110番 押売り、悪質商法等に関
する相談 088-824-4000

レ デ ィ ー ス
ダイヤル110番

性犯罪被害に遭われた女
性の悩み 088-873-0110

暴力相談電話 暴力団等の被害に関する
悩み 088-823-0110

暴 走 族
相 談 電 話

暴走族（行為）に関する相
談 088-875-6111

※詳しいことは、地元の警察署（いの警察署 ☎088-893-1234）
または、警察本部警務課被害者対策室（☎088-871-3110）
までお問い合わせください。

〈犯罪被害給付制度とは〉
　殺人、傷害等の犯罪行為により
○お亡くなりになった方のご遺族
○ケガをして、入院をされたり、精神疾患を発症された方
○体に障害が残った方
に対して給付金を支給することにより、精神的・経済的打撃
の緩和を図る制度です。

〈給付金の種類と給付金が支給される対象〉

こんなときには、お電話を

被害者が
死亡した場合

怪我や病気の治療のため
入院及び通院をされた場合

身体に障害が
残った場合

遺族給付金

重傷病給付金
加療１ヶ月以上・３日以上の入院
を必要とする怪我をされた方
（ただし、精神疾患の場合は、入
院を必要としません。）

障害給付金
障害等級１級～14
級に該当する方

遺　族遺　族 被害者本人被害者本人 被害者本人被害者本人

犯罪被害給付制度
をご存じですか

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

労働委員会事務局職員がお話をお聞きしながら
•問題点の整理
•法令・判例などの情報提供
などの問題解決のお手伝いをします

相談者が希望し、相手方が応じる場合は、労働
委員会のあっせん員が労使間の話合いの仲立ち
をして問題解決のお手伝いをします

こんなとき… 労働委員会に ご相談ください
労働者 使用者

会社から突然解雇され
た
賃金を一方的に引き下
げられた

労働条件について従業員と
の話合いが円満に進まない
配置転換したいが拒否され
て困っている

労働相談

あっせん

の三者からなる行政機関です。
公正な立場で労使紛争の解決
を図ります。

労働委員会は

公益委員（弁護士など）
労働者委員（労働組合役員など）
使用者委員（会社経営者など）

無
料
労
働
相
談

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
方
へ

　

解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、

不
払
い
残
業
や
い
じ
め
な
ど
職

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労

働
委
員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

•
高
知
県
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー　

　

 

０
１
２
０

－

７
８
３

－

７
２
２

　

 

０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
７

•
高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

 

０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
１
０

•
四
万
十
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー　

　

 

０
８
８
０

－

３
５

－

３
１
４
８

•
高
知
県
労
働
委
員
会

　

 

０
８
８

－

８
２
１

－

４
６
４
５

•
高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課

　

 

０
１
２
０

－

６
１
０

－

２
２
２
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四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

平
成
19
年
度
一
般
入
試
学
生
募
集
要
項

　

最
近
の
産
業
界
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
な
ど
に
よ

る
技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
高
度
な
能
力
を
持
っ
た
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
こ
の
よ
う
な
産
業
界
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
講

義
と
実
験
・
実
習
を
体
系
的
に
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
理
論
と

実
践
を
調
和
さ
せ
た
教
育
を
行
い
、
学
理
的
要
素
と
実
技
能

力
を
併
せ
供
え
た
人
間
性
豊
か
な
実
践
的
技
術
者
の
育
成
を

目
的
と
し
て
、
国
（
厚
生
労
働
省
所
管
：
独
立
行
政
法
人　

雇

用
・
能
力
開
発
機
構
）
が
設
置
し
た
工
科
系
大
学
校
で
す
。

1 

募
集
学
科
・
定
員

機
械
シ
ス
テ
ム
系 

生
産
技
術
科 

20
名

電
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系 

電
子
技
術
科 

20
名

居
住
シ
ス
テ
ム
系 

住
居
環
境
科 

20
名

情
報
シ
ス
テ
ム
系 

情
報
技
術
科 

20
名

2 

応
募
資
格　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
19
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
。）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

3 

入
試
科
目　

数
学
（
数
学
Ⅰ
）、
英
語
（
英
語
Ⅰ
）

4 

願
書
受
付　

平
成
19
年
１
月
22
日
㈪
〜

１
月
31
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

5 

試
験
日　

平
成
19
年
２
月
６
日
㈫

6 

試
験
地　

本
校
・
高
知
校
・
徳
島
・
愛
媛
（
松
山
）

7 

合
格
発
表　

平
成
19
年
２
月
14
日
㈬

8 
受
験
料
等　

①
受
験
料　

１
８
、０
０
０
円　

②
入
学
金　

不
要

③
授
業
料　

年
額
３
９
０
、０
０
０
円（
平
成
18
年
度
現
行
）

9 

学
生
生
活

①
厚
生
労
働
省
独
自
の
技
能
者
育
成
資
金
制
度

　

月
額
４
２
、０
０
０
円
〜
４
９
、６
０
０
円
（
現
行
）

②
学
生
寮
（
個
室
、
男
女
）
有
り
、
３
食
付
月
額

　

４
５
、０
０
０
円
程
度

10 

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
６
３

－

０
０
９
３

　

香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町
３
２
０
２
番
地

　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校　

学
務
課

　
　

☎ 

０
８
７
７

－

２
４

－

６
２
５
５

　
　

℻ 

０
８
７
７

－

２
４

－

６
２
９
１

※
募
集
要
項
は
、
学
務
課
へ
郵
送
料
390
円
切
手
を
同
封
の
う

え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職
者

に
対
す
る
特
別
健
康
診
断
事
業

１
、
目
的

　

過
去
に
石
綿
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
に

従
事
し
、
事
業
場
の
廃
業
等
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
退
職
者
に
対
し
て
、

無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
管

理
を
図
る
も
の
で
す
。

２
、
対
象
者

　

石
綿
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し

て
退
職
し
た
方
で
、
以
下
の
全
て
の
項
目
を
満
た
し

て
い
る
方
。

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事
業
場
で
石
綿

健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有
し
て
い
な
い

こ
と
。

＊
申
請
さ
れ
た
方
全
員
が
受
診
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

３
、
お
問
い
合
わ
せ
先
、
申
請
場
所

健康診断実施機関

財
団
法
人　

高
知
県
総
合
保
健
協
会

〒
７
８
０

－

８
５
１
３

　

高
知
市
桟
橋
通
６
丁
目
７
番
43
号

　
　

☎
０
８
８

－

８
３
３

－

４
６
４
９

厚
生
年
金

　
　

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

〒
７
８
０

－

８
０
４
０

　

高
知
市
神
田
３
１
７

－

12

　
　

☎
０
８
８

－

８
４
３

－

８
２
２
０

医
療
法
人　

健
会　

高
知
検
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
７
８
０

－

０
８
０
６

　

高
知
市
知
寄
町
２
丁
目
４
番
36
号

　
　

☎
０
８
８

－

８
８
３

－

９
７
１
１

４
、
受
付
期
間

　

平
成
18
年
11
月
１
日
㈬
〜
11
月
17
日
㈮

５
、
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
衛
生
課

　
　

☎ 

０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
３

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　

平
成
19
年
度

入
学
生
・
受
講
者

募
集
中
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
、
福
祉
通
信
教
育
、
お
よ

び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、

無
料
の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
。■  

募
集
内
容  

■

高
等
学
校　

普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

送
を
利
用
し
て
３
年
で
高
校
卒

業
資
格
取
得
）

高
等
学
校　

選
科
（
修
得
科
目
は
高

卒
認
定
試
験
の
受
験
免
除
）

専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
介

護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２

年
制
）

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら
資

格
ま
で
約
200
コ
ー
ス
）

■  

募
集
期
間  

■

高
等
学
校　

普
通
科
・
選
科

　
　

Ｈ
19
年
２
月
１
日
〜
４
月
20
日

専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

　
　

Ｈ
19
年
２
月
１
日
〜
３
月
１
日

生
涯
学
習
通
信
講
座

　
　

通
年
申
込
受
付

■ 

お
問
い
合
わ
せ
先 

■

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

 

〒
１
８
６

－

８
０
０
１

 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１

（
代
表
）

℻
０
４
２

－

５
７
４

－

１
０
０
６

０
１
２
０

－

０
６

－

８
８
８
１

（
案
内
書
請
求
）

　
　

平
成
18
年
度

自
衛
隊
生
徒　

募
集
案
内

◆
募
集
種
目

自
衛
隊
生
徒　

陸
・
海
・
空

◆
資
格

中
卒
（
見
込
み
含
む
）
17
歳
未
満

の
男
子

◆
受
付
期
間

Ｈ
18
年
11
月
１
日
〜

Ｈ
19
年
１
月
９
日

◆
試
験
期
日

１
次
：
Ｈ
19
年
１
月
13
日

２
次
：
Ｈ
19
年
１
月
26
〜
29
日

◆
合
格
発
表

１
次
：
Ｈ
19
年
１
月
22
日

最
終
：
Ｈ
19
年
２
月
20
日

自
衛
隊
生
徒
の
概
要

　

素
質
の
優
れ
た
若
い
人
た
ち
を

専
門
技
術
者
と
し
て
養
成
す
る
た
め

に
、
中
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
す
。

教
育
及
び
卒
業
資
格

　

入
隊
と
同
時
に
、
高
等
学
校
の
通

信
制
課
程
に
入
学
し
、
高
等
学
校
の

普
通
科
と
同
等
の
教
育
を
受
け
、
生

徒
課
程
３
年
終
了
時
に
は
、
高
等
学

校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

自
衛
官
と
し
て
、
給
与
・
手
当
て

を
支
給
さ
れ
な
が
ら
高
等
学
校
教
育

を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
村
窓
口
又
は
左

記
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
も
ご
ざ
い
ま
す
。

〒
７
８
５

－

０
０
４
１

　

自
衛
隊
須
崎
募
集
事
務
所

　

須
崎
市
西
崎
町
３
２
５

－

２

☎
０
８
８
９

－

４
２

－

７
１
８
６



運
転
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
11
月
23
日
㈭
㊗
か

ら
26
日
㈰
の
４
日
間
、
土
讃
線

高
知
駅
と
須
崎
駅
間
を
、
Ｓ
Ｌ

列
車
（
Ｃ
56
型
蒸
気
機
関
車
）

が
１
日
１
往
復
運
行
さ
れ
ま

す
。

　

日
高
村
の
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置

へ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
も

期
間
中
日
下
駅
で
次
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
警
備
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
可
能
な

方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
日
下
駅
で
の
Ｓ
Ｌ
着
・
発
時
刻

（
４
日
間
共
）

　

下
り　

須
崎
行
き

　

午
前
９
時
29
分
〜
９
時
48
分

（
19
分
間
停
車
）

　

上
り　

高
知
行
き

　

午
後
２
時
６
分
〜
２
時
15
分

（
９
分
間
停
車
）

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
（
日
下
駅
）

■
日
高
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏

　

11
月
23
日
㈭
㊗

　

午
前
９
時
20
分
〜
９
時
50
分

（
雨
天
中
止
）

■
環
頭
太
鼓
演
奏

　

11
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
20
分
〜
９
時
50
分

（
雨
天
中
止
）

■
物
産
展　

４
日
間
実
施

　

午
前
９
時
頃
〜
10
時
頃

　

午
後
２
時
頃
〜
２
時
30
分
頃

○
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
企
画
課

　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３

お
知
ら
せ

　

鉄
道
を
よ
り
便
利
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
一

定
額
以
上
の
キ
ッ
プ
を
購
入

し
た
方
を
対
象
と
し
て
、
駅

の
駐
車
場
が
１
暦
日
又
は
２

暦
日
ま
で
無
料
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
が
Ｊ
Ｒ
四
国
で
行
わ
れ

て
お
り
、
10
月
よ
り
利
用
駅

も
増
え
て
い
ま
す
。
特
急
列

車
が
停
車
す
る
伊
野
駅
や
佐

川
駅
へ
マ
イ
カ
ー
で
行
き
、

列
車
を
利
用
し
て
旅
行
す

る
場
合
な
ど
に
大
変
便
利
で

す
。

　

四
国
内
の
み
ど
り
の
窓
口

な
ど
で
、
利
用
駅
発
着
の
往

復
乗
車
券
類
を
購
入
し
た
方

が
対
象
で
、
そ
の
際
に
列
車

ト
レ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
申

込
む
こ
と
に
よ
り
利
用
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
利
用
駅
等
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＳＬ急行列車「一豊＆千代号」の

列車　 トレインサービス の
ＪＲ伊野駅　☎ 088－893－0142
ＪＲ佐川駅　☎ 22－0051

１人あたりの往復
乗車券類の購入額

2,000円以上…１暦日無料

4,000円以上…２暦日無料

無料日数以降の
利用料金 1,000円／１暦日あたり

▼▲▼▲▼ 県営住宅入居者募集 ▼▲▼▲▼
　今回日高村内で募集を行う団地は、日高団地（１戸）
の１団地です。申し込み方法が郵送での申し込みに変更
になっています。ただし、直接持参も可能ですので、申
し込み方法や入居申込資格など、詳しくは「募集案内」
でご確認ください。
●募集案内配布　11月１日㈬～20日㈪
●配布場所　日高村役場企画課、県庁１階募集要項コー
ナー、高知県住宅供給公社、高知県ふくし交流プラザ、
高知市内の各市民会館及び奈半利町・安芸市・香美市・
南国市・本山町・いの町・佐川町・土佐市の各市町村役場

●申込受付期間　11月10日㈮～20日㈪
郵送の場合：11/10～11/20の郵便局の消印がある
ものが有効

持参の場合：受付期間の土・日曜日を除く午前８時
30分～午後５時15分（正午～午後１時休憩）

●申込書提出及び送付先・お問い合わせ先
高知市九反田４番10-401号（トップワン四国４階）
高知県住宅供給公社　☎ 088-883-0344

●募集団地

団地名 募集
戸数

住戸
番号 間取り等 備　　考

日高 １ 2-13
６、６、4.5、
4.5、DK、
風呂

家賃、階数、入居資格等
詳細は「募集案内」でご
確認ください。

知っていますか？建退共制度
　この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退職
金共済法」という法律により国が作った退職金制度です。
　事業主の方々は、現場で働く労働者の共済手帳に働いた日
数に応じて掛金となる共済証紙を貼り、その労働者が建設業界
で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、
いわば業界全体での退職金制度です。

加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛　金：日額310円

特　

長

◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では
必要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。

◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算され
ます。

　ホームページ「建退共へようこそ」に、退職金の試算・パ
ンフレット請求等、建退共制度の知りたい情報が記載されて
います。ぜひ、アクセスしてご覧ください！！
アドレス　http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/
詳しいことは、建退共高知支部へお問い合わせください。

☎ 088－822－6181　FAX 088－823－5662

─広報ひだか11月号─　（4）（5）　─広報ひだか11月号─

農
業
簿
記
講
習
会
へ
の
ご
案
内

　

日
高
村
担
い
手
支
援
協
議
会
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
農
業
簿
記
を
中
心
に
経
営

管
理
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

農
業
の
収
入
や
支
出
の
簿
記
記
帳
か

ら
、
自
分
の
経
営
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
経
営
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
経
営
改
善
に
有
利
な
制

度
や
経
営
相
談
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

講
座
は
毎
月
１
日
の
午
後
１
時
30
分
か

ら
Ｊ
Ａ
日
高
支
所
２
階
で
行
い
ま
す
（
土
・

日
・
休
日
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）。

初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
吾
農
業
改
良
普

及
所（
☎
２
２

－

１
１
７
５
）の
濵
田
ま
た

は
岡
林
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
講
演
会

未
来
へ
羽
ば
た
く
農
家
を

目
指
し
て 

の
ご
案
内

　

高
吾
農
業
改
良
普
及
所
で
は
農
業
者
の

皆
様
に
経
営
管
理
や
経
営
改
善
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
す
る
目
的
で
、
経
営
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
農
業
経
営
を
維
持
し
発
展

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
、
具
体
的

な
事
例
を
ま
じ
え
て
判
り
や
す
く
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日　

時
：
11
月
９
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

場　

所
：
佐
川
町
役
場
２
階
会
議
室

講
演
者
：
楠
本
雅
弘
氏

（
山
形
大
学
農
学
部
教
授
）

　

な
お
、
講
演
の
問
い
合
わ
せ
や
参
加
の

希
望
に
つ
い
て
は
高
吾
農
業
改
良
普
及
所

（
☎
２
２

－

１
１
７
５
）
ま
た
は
日
高
村

産
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 



日高中学校

加茂中学校

　
平
成
18
年
度
村
民
運
動
会
が
10

月
15
日
（日） 

に
晴
天
の
も
と
開
催
さ

れ
、
１
年
に
一
度
の
催
し
に
多
く

の
村
民
が
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
下
分
チ
ー
ム
　
81
点

準
優
勝
　
本
郷
チ
ー
ム
　
74
点

３
　
位
　
加
茂
チ
ー
ム
　
58
点

４
　
位
　
能
津
チ
ー
ム
　
52
点

５
　
位
　
沖
名
チ
ー
ム
　
49
点

結 

果

アンパンマンも綱引き

それぞれの力を合わせて
頑張りました。

ALTのジョシュさんは奥さんのレ
ベッカさんと２人３脚をしました。

小中学生とその保護者が参加した
ソーラン節

各地区の応援にも熱が入ります。

ジョシュさんは初めての
マスト登りにも挑戦。

村
民
運
動
会

加茂小学校

日下保育園 能津小学校

日下小学校

加茂保育所

東部保育所

東部保育所能津分所
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名
が
カ
ヌ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。ま
ず
、

講
師
の
西
村
先

生
、
大
原
先
生

か
ら
パ
ド
ル
の

使
い
方
な
ど
を

教
わ
り
、
浮
き

桟
橋
か
ら
調
整

池
に
カ
ヌ
ー
を

こ
ぎ
出
し
ま
し

た
。
上
池
で
は

水
辺
に
た
た
ず

む
ア
オ
サ
ギ
や

飛
び
立
つ
カ
ル

ガ
モ
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
池

で
は
マ
コ
モ
な
ど
の
水
草
に
行
く
手
を
は
ば
ま
れ

子
ど
も
た
ち
は
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
カ
ヌ
ー

を
こ
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
池
か
ら
日

下
川
に
カ
ヌ
ー
を
運
び
、
約
200
ｍ
の
川
下
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

秋
祭
り（
夜
の
部
）の
日
程

午
後
６
時
〜

　
　
　
　

環
頭
太
鼓
の
演
奏

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　

紅
葉
会
、
豊
年
踊
り
保
存
会
、

　
　
　
　

光
岩
三
乃
里
会
の
踊
り

午
後
７
時
30
分
〜

　
　
　
　

喜
楽
座
の
お
芝
居
「
た
ら
ち
ね
」

午
後
８
時
30
分
ご
ろ

　
　
　
　

終
了
予
定

時　

11
月
15
日
㈬　

午
後
６
時
開
演

場
所　

土
佐
二
ノ
宮
小
村
神
社
境
内

　

去
る
10
月
22
日
㈰
、日
下
川
調
整
池
に
お
い
て
、

日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
に
よ
る

「
草
刈
り
作
業
」
と
「
エ
コ
カ
ヌ
ー
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
午
前
８
時
30
分
よ
り
16
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、
メ
ダ

カ
さ
ん
家
前
の
調

整
池
に
お
い
て
草

刈
り
作
業
が
行
わ

れ
、
メ
ダ
カ
池
周

辺
は
す
っ
き
り
き

れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
10

時
か
ら
は
親
子
17

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

カ
ヌ
ー
教
室
開
催

　

11
月
15
日
は
小
村
神
社
の
秋
の
大
祭
で
す
。

小
村
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
国
宝
「
金
銅
荘

環
頭
大
刀
」
は
こ
の
日
だ
け
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
午
後
に
は
、
お
な
ば
れ
や
浦
安

の
舞
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
初
め
て
、
18
時
か
ら
秋
祭
り

夜
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
環
頭
太
鼓
の
勇
壮

な
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
紅
葉
会
の
踊
り
、
豊
年

踊
り
、
光
岩
三
乃
里
会
に
よ
る
日
舞
、
そ
し
て
、

締
め
は
、
喜
楽
座
に
よ
る
楽
し
い
楽
し
い
お
芝

居
「
た
ら
ち
ね
」
で
す
。
い
か
け
屋
（
な
べ
や

釜
の
修
理
屋
さ
ん
）
の
ト
メ
さ
ん
が
嫁
を
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
…
。
さ
て
さ
て
ど

う
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
抱
腹
絶
倒
、
お
も
し

ろ
い
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
！
見
な
き
ゃ
あ
ぜ
っ

た
い
損
で
す
よ
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
ジ
ョ
シ
ュ
の
演
技
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
（
ウ
マ
す
ぎ
で
す
）。
あ
と
は

当
日
の
お
楽
し
み
！

　

さ
ら
に
さ
ら
に
、
楽
し
い
夜
店
も
登
場
し
ま

す
。
お
い
し
い
食
べ
物
や
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

秋
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局　
　
　
　

日
高
村
商
工
会　

☎
２
４

－

５
９
０
１

　今月はおもしろいイベントがたく
さんありました。運動会、文化祭、
体育祭、などいっぱいありましてと
ても楽しかったです。７年前に高知
市に暮らしていました。２年間だっ
たけど出た祭りは少なかったです。
1999年のよさこい祭りをよく覚え
ています。日高村に来てこんなにた
くさん祭りがあると思いませんでし
た。みんなさんがよく頑張っていま
すね。アメリカに祭りはなかなかな
いです。私の故郷「プレザントグロ
ブ」に祭りは一つしかありません。
The Strawberry Days Festival と
言います。ずっと前にプレザント
グロブでいちごがよく育っていまし
た。毎年７月にいちご収穫の品評会
があります。遊園地の乗り物を立て
て食べ物がいっぱいあります。特に
育っていた果物と野菜が多いです。
日本人は運動会が大好きで、アメリ
カ人は品評会が好きなのかな？

（本文は、ジョシュ本人が日本語で
書いたものです。）

み
に
し
て
い
る
く
じ
引
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お

店
が
出
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
よ
。

　

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

小
村
神
社
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
秋
の
夜
長
を

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

喜
楽
座
秋
祭
り

 

特
別
公
演
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10
月
２
日
㈪
、
東
部
児
童
館
に
お
き
ま
し
て
、
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
み
ん
な
で
、
上
手
に
包
丁
を
使
い
調

理
し
、
大
き
な
鍋
で
カ
レ
ー
を
作
り
食
べ
ま
し
た
。
終
わ

っ
て
か
ら
の
片
付
け
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
出
来
ま
し
た
。

ALT

1



－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。
◎国民年金保険料の支払いは、便利でお得な『口座振替』
をご利用ください。

　

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年
分

の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
、
１
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
申
告
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
11
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書
に
は
、
平
成

18
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
（
口
座
振
替
者
は
10
月
２
日
引

き
落
と
し
分
ま
で
）
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
18
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、

本
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
証
明
書
の
発
送
は
平
成

19
年
２
月
上
旬
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
証

明
書
表
面
に
記
載
さ
れ
た
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

証
明
書
及
び
領
収
証
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
に
つ
い
て
は
…

　
　

０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

○
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
年
金
相
談

に
つ
い
て
は
…

　
　

０
５
７
０

－

０
７

－

１
１
６
５

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、
お
客
様
か
ら

の
電
話
を
全
国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の

う
ち
、
回
線
の
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ

し
ま
す
。
お
客
様
の
通
話
料
金
の
ご
負
担
に
つ
い

て
は
、
一
般
固
定
電
話
の
場
合
、
接
続
先
に
か
か

わ
ら
ず
市
内
通
話
の
み
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
料
金
で

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

﹁
社
会
保
険
料︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂
を
送
付
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は

﹁
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
﹂
へ
！

　

年
金
受
給
者
は
生
存
等
の
確
認
の
た
め
、
１
年

に
１
回
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年

か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
12
月
生
ま
れ
の

方
か
ら
原
則
と
し
て
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以
後
も
現
況
届
が
必

要
で
す
。

現
況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人
基
本
情
報

（
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
）
と
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が

相
違
し
、
住
民
基
本
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い

方
②
外
国
籍
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　

ま
た
、
現
況
届
が
不
要
な
方
で
も
、
つ
ぎ
の
場

合
は
該
当
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は

「
生
計
維
持
確
認
届
」
の
提
出
が
必
要

　

②
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め
に「
診
断
書
」

の
提
出
が
必
要
な
と
き

＊
提
出
が
必
要
な
届
出
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆
様
へ
送
付
さ

れ
ま
す
。
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　高知保険医協会は県下の医師・歯科医師
約600名で構成された団体です。下記の内容
で朝９時から翌朝９時まで、24時間同じテー
マのテープを流しています。健康テレホン
サービスの電話番号は

０８８－８３２－５２６６ です。

11 月

▼月曜日　口内炎

▼火曜日　下肢の静脈瘤のはなし

▼水曜日　金属アレルギー

▼木曜日　尿が近い、すぐ漏れそうになる

▼金曜日　帯状疱疹

▼土・日　健康的に肥満を解消するには

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。

健康テレホンサービス
のご案内製

造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
行
い

ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
／
高
知
県
／
日
高
村

寄
付
金
の
御
礼

　

㈲
森
本
砂
利　

森
本
智
代
子
様
よ
り
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け
し
、
村
行
政
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



日　時　平成18年11月22日（水）
　　　　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句
教室

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん
大歓迎。

今回の兼題は、

　“菊”です。

はいく

きょうしつ

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

池野いちび選門
田
の
ぶ
子

○
新
築
の
棟
梁
の
声
天
高
し

空
気
の
澄
ん
だ
秋
の
空
が
、
ひ
ろ
び
ろ

と
高
く
感
じ
ら
れ
る
の
を
、
秋
高
し
、

ま
た
、
天て

ん

高た
か

し
、
と
い
う
。

そ
の
秋
空
の
下
、
新
し
い
家
が
組
み
立

て
ら
れ
て
ゆ
く
。
特
に
建た

て

前ま
え

の
時
な
ど

は
、
そ
れ
を
差
配
す
る
棟
梁
の
声
は
高

く
ひ
び
く
。

中
村　

梅
子

○
月
白
に
と
き
め
く
心
あ
り
に
け
り

秋
は
空
気
が
澄
み
、
月
が
最
も
美
し
く

見
え
る
の
で
、
中
秋
の
満
月
な
ど
の
月

見
が
行
わ
れ
る
。

今
に
も
月
が
出
よ
う
と
し
て
、
空
が
明

る
く
な
る
の
を
月つ

き

白し
ろ

と
い
う
。掲
句
は
、

そ
の
月
白
を
見
上
げ
な
が
ら
、
月
の
出

を
今
か
今
か
と
待
ち
な
が
ら
の
吟
。

北
添　

正
子

コ
ス
モ
ス
や
に
つ
こ
り
笑
ふ
お
下
げ
髪

次
々
と
棚
田
を
渡
る
稲
の
波

島
田　
　

瞳

村
の
灯
の
ポ
ツ
ポ
ツ
点
き
て
月
を
待
つ

山
の
端
に
半
円
の
月
輝
け
り

川
瀬　

晴
恵

一
日
を
無
事
に
終
り
て
銀
河
か
な

送
り
出
て
仰
ぐ
一
人
に
銀
河
濃
し

鎮
西　

美
緒

川
岸
の
石
佛
囲
む
彼
岸
花

銀
河
よ
り
落
ち
し
か
吾
に
ひ
と
し
づ
く

南
部
記
代
子

土
手
長
く
燃
え
上
が
り
た
る
曼
珠
沙
華

老
二
人
ベ
ラ
ン
ダ
で
見
る
今
日
の
月

橋
詰
登
志
子

友
逝
き
て
こ
と
さ
ら
白
き
銀
河
か
な

今
日
の
こ
と
又
や
り
残
し
秋
深
む中

山　

美
根

閉
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
秋
さ
び
し

て
っ
ぺ
ん
の
朝
顔
白
を
極
め
を
り浜

田　

博
子

銀
漢
に
水
の
流
れ
る
音
の
あ
り

雲
は
れ
て
い
ざ
よ
ふ
月
の
孤
高
な
る

濱
田　
　

幸

夜
這
い
星
山
里
め
が
け
驀
地（
ま
っ
し
ぐ
ら
）

三
々
五
々
し
や
が
ん
で
立
っ
て
月
を
待
つ

伊
野
部
哲
也

広
が
つ
て
陸
を
離
れ
て
い
く
銀
河

稜
線
に
気
配
見
せ
た
る
月
を
待
つ岩

村　

さ
と

亡
き
人
を
日
々
思
い
出
す
天
の
川

仏
間
に
も
月
の
光
が
訪
れ
て

森
下　

花
子

流
し
場
の
窓
よ
り
拝
む
十
三
夜

紅
白
の
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
千
切
れ
雲

柏
井　

皓
子

月
の
出
て
稜
線
暗
さ
深
め
を
り

夫
と
歩
す
今
宵
は
殊
に
銀
河
濃
し片

岡　

幸
枝

月
の
出
て
や
が
て
静
か
な
句
座
と
な
る

一
片
の
雲
従
へ
て
月
昇
る

池
野
い
ち
び

山
の
端
を
は
な
れ
て
よ
り
の
月
速
し

月
を
待
つ
無
言
の
ひ
と
り
ひ
と
り
か
な

─広報ひだか11月号─　（8）（9）　─広報ひだか11月号─

○
静
か
な
夜
虫
の
鳴
き
声
聞
き
分
け
て

山
中
憲
子

　

い
ろ
い
ろ
な
虫
の
鳴
き
声
に
耳
を
か

た
む
け
て
い
ま
す
。
松
虫
、
鈴
虫
、
こ
お

ろ
ぎ
、
か
ね
た
た
き
な
ど
聞
き
な
が
ら
、

夜
が
ふ
け
て
い
き
ま
す
。

○
呼
ば
れ
て
も
離
れ
ら
れ
ず
に
秋
刀
魚
焼
く

 

藤
岡
政
子

　

大
根
お
ろ
し
を
添
え
て
食
べ
る
と

も
っ
と
う
ま
い
脂あ

ぶ
らの

の
っ
た
秋
刀
魚
。
煙

を
上
げ
な
が
ら
焼
い
て
い
る
よ
う
す
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

○
か
く
れ
ん
ぼ
宮
の
後
ろ
の
水
引
草

山
中
芳
子

　

お
宮
の
庭
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い

ま
す
。
し
ゃ
が
ん
だ
と
こ
ろ
に
水み

ず

引ひ
き

草ぐ
さ

（
水
引
き
の
花
）
を
み
つ
け
ま
し
た
。
こ

の
句
は
、
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
て

作
っ
た
も
の
と
み
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
岬
宿
灯
台
あ
か
り
に
秋
の
波寺田

信
子

　

岬
の
宿
の
窓
か
ら
海
を
な
が
め
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
灯
台
の
あ
か
り
に
照
ら

さ
れ
て
、
浜
辺
に
寄
せ
く
る
秋
の
さ
わ
や

か
な
波
で
す
。

○
餌
運
ぶ
蟻
の
隊
長
前
う
し
ろ西森

睦
子

　

よ
く
見
か
け
る
蟻
は
、
働
き
蟻
で
、
隊

列
を
つ
く
っ
て
渡
る
の
を
蟻あ

り

の
道み

ち

と
い

い
ま
す
。
こ
の
句
は
、
前
に
行
っ
た
り
、

後
ろ
へ
行
っ
た
り
し
て
い
る
、
い
そ
が
し

そ
う
な
蟻
を
隊●

長●

と
み
な
し
た
と
こ
ろ

に
お
も
し
ろ
み
が
あ
り
ま
す
。

○
白
あ
り
に
体
を
く
わ
れ
大
掃
除

河
村
時
子

　

白し
ろ

蟻あ
り

は
、木
材
の
中
ま
で
食
い
入
っ
て
、

家
な
ど
に
大
き
な
害
を
あ
た
え
ま
す
。
人

の
体
ま
で
さ
さ
れ
て
は
大
変
で
大
掃
除
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
つ
き
山
の
手
入
れ
し
な
が
ら
虫
を
聞
く

河
村
孝
重

　

築つ
き

山や
ま

の
手
入
れ
を
し
て
い
て
、
虫
の
声

に
気
づ
き
ま
し
た
。
虫
は
夜
に
多
く
鳴
き

ま
す
が
、
こ
お
ろ
ぎ
な
ど
昼
に
鳴
く
虫
も

い
ま
す
。

○
堤
防
を
覆
ふ
く
ず
の
葉
わ
が
庭
に

山
中
静
江

　

葛く
ず

は
地
を
這は

っ
て
、
い
く
ら
で
も
伸
び

広
が
り
ま
す
。
そ
の
花
は
、
豆
の
花
に
似

て
、香
り
が
よ
く
秋
の
七
草
の
一
つ
で
す
。

そ
の
葛
が
堤
防
か
ら
庭
ま
で
伸
び
て
来
た

景
を
よ
み
ま
し
た

○
虫
の
音ね

に
眠
り
虫
の
音
に
目
を
覚
ま
す

山
本
眞
知
子

　

静
か
な
俳
句
で
す
。
普
通
の
俳
句

の
、
五･

七･

五
か
ら
み
る
と
字
あ
ま
り

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
句
を
、
八･

十
、

す
な
わ
ち
虫●

の●

音●

に●

眠●

り●･

虫●

の●

音●

に●

目●

を●

覚●

ま●

す●

と
か
、
五･

三･

五･

五
な
ど
に

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。



Village NowVillage Now
日高村の人口 日高村の交通事故

発生状況

　　　１～９月分（９月）
人身事故　　36件 （２件）
死　　者　　２名 （０名）
傷　　者　　41名 （３名）

　　　　　　９月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,453　（＋１）
人　口 　 6,115人（－５）
　　　 男 2,905人（＋１）
　　　 女 3,210人（－６）

○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日

　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

■ 日高村住民及び本村に関係のある方
■作品は無審査とする
■作品搬入は12月１日（全日）と２日（午前中）
教育委員会事務局まで

■作品搬出は12月４日（月）午後１時～５時

・展示できる額縁をつけること
・作品の大きさは自由 ・出品は１人４点まで
・出品は１人３点まで
（木工・竹・ワラ等）・出品は１人３点まで
・出品は１人５点まで
・わくばり、額入り又は台紙をつけること
・出品は１人３点まで
・出品は１人５点まで
・出品は１人２点まで
・搬入については事務局にお問い合わせください

〔出品規定〕
◎一般の部

■ 村内の保育園児・小中学校児童・生徒の
作品を展示します。

主催／日高村文化推進協議会・日高村教育委員会
お問い合わせ／　24-5115　教育委員会まで

　10月10日（火）。ジョシュ先生との初めての授業
がありました。レベッカさんも一緒になって、お互
いの自己紹介をしながら楽しく１時間が過ぎました。
授業だけでなく、休み時間も一緒に遊んでくれて、
明るく気さくなジョシュ先生に、子ども達もすぐに
打ち解け、仲良く遊ぶ姿が見られました。

　ジョシュ先生とレベッカさんの授業は初めてだっ
たけど、すごくおもしろかったし、２人のこともよ
く分かりました。昼休みはいっしょにサッカーをし
たけど、レベッカさんはキーパーが、ジョシュさん
はけるのが上手でした。これからが、すごく楽しみ
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　（５年）
　ジョシュ先生は、日本語が上手ですごくびっくり
しました。レベッカさんもカタカナを書くのが上手
でした。アメリカでのごはんの食べ方（バターやミ
ルクをまぜる）もびっくりしました。はじめは、ど
んな先生かなと、少しドキドキしたけど、すごく楽
しかったです。　　　　　　　　　　　　　（５年）
　自己紹介をクイズにして、当てっこをしたのが、
とても楽しかったです。休み時間も、ティーボール
などを一緒にしてくれてうれしかったです。とても
おもしろい授業だったので、次も楽しみです。

（６年）

能津小学校

　10月１日（日）。当日は、時折雨が降る天候で、予定
されていた競技は、全てはできませんでしたが、参加
者全員の協力のおかげで、地域・保育園・小学校合同
の能津地区ならではの運動会を行うことができました。

ジョシュさん、レベッカさんとフ
ルーツバスケットで楽しみました。

I Like ～ の話し方を習っていま
す。ジョシュ先生の好物はオム
ライスでした。

応援看板、スローガン看板を
くぐって入場。

 赤組の応援で「ミッキー」
をダンス。

Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｔ

　
10
月
１
日
は
残
念
な
が
ら
雨
で
し
た
。
朝
、

９
時
す
ぎ
ご
ろ
に
開
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

じ
ゅ
ん
び
体
操
を
す
る
時
、
た
く
さ
ん
の
人

が
来
て
く
れ
て
い
た
の
が
見
え
ま
し
た
。
私

は
、
雨
だ
か
ら
少
な
い
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、

よ
か
っ
た
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
番
は
、
応

援
合
戦
で
す
。
き
ん
ち
ょ
う
し
な
が
ら
も
無

事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
次
の
80
ｍ
走
は
、

雨
で
走
り
に
く
か
っ
た
け
ど
全
力
で
走
り
ま
し
た
。

一
輪
車
で
演
技
す
る
「
能
津
ラ
ン
ド
」
は
、
失
敗

し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
」
や
「
観
覧
車
」
な
ど
の
技
が
成
功
で
き
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ョ
シ
ュ
先

生
と
や
っ
た
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
は
、
レ

ベ
ッ
カ
さ
ん
も
参
加
し
て
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

午
後
の
応
援
合
戦
は
、
体
育
館
で
や
り
ま
し
た
。

赤
組
の
ダ
ン
ス
は
、
ゴ
リ
エ
の
ミ
ッ
キ
ー
で
、
か

わ
い
く
で
き
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
白
組
は
、
純

情
〜
ス
ン
ジ
ョ
ン
〜
の
ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
ウ

ェ
ー
ブ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
所
が
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
ま
あ
ま
あ
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
日
は
雨
で
、
全
部
の
競
技
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
全
校
児
童
で
す
る
紅
白
リ
レ
ー
や
つ

な
引
き
な
ど
は
、
火
曜
日
に
し
ま
し
た
。
私
は
６

年
で
最
後
な
の
で
、
お
母
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た

か
っ
た
け
ど
、
こ
の
日
は
仕
事
だ
っ
た
の
で
無
理

で
し
た
。
み
ん
な
一
生
け
ん
命
で
し
た
。
紅
白
対

抗
リ
レ
ー
で
は
、
白
組
が
勝
っ
た
け
ど
、
優
勝
し

た
の
は
、
赤
組
で
し
た
。
来
年
は
中
学
生
だ
け
ど
、

中
学
校
で
も
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

（
６
年
）

気軽に
出品して
ください

と　き

じかん

ところ

12月2日（土）、3日（日）、4日（月）

9時～17時（4日は正午まで）
日下小学校体育館

作 品 募 集

◎園児・児童・
　生徒の部

　
日
高
読
も
う
会
よ
り
、村
民
運
動

会（
10
月
15
日
）
で
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
図
書
館
の
新
刊
購
入
に
あ
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
（ 土）
、
ぷ
ち
と
ま
と
さ
ん

の
「
お
は
な
し
会
」
の
あ
と
、
岡
本

悦
子
さ
ん
に
よ
る
「
手
あ
そ
び
、
わ

ら
べ
う
た
」
の
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。「
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
と
ブ
ラ
ッ
ク

さ
ん
」
ほ
か
た
く
さ
ん
の
手
あ
そ
び

や
ゆ
び
あ
そ
び
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
も
い
っ
し
ょ

に
手
あ
そ
び
を
経
験
で
き
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

「月夜の晩おはなし会」
－朗読と音楽の夕べ－

 〈朗読ひだか・日高読もう会共催〉

「月夜の晩おはなし会」
－朗読と音楽の夕べ－

 〈朗読ひだか・日高読もう会共催〉

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
収
益
カ
ン
パ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
収
益
カ
ン
パ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
手
あ
そ
び
、
わ
ら
べ
う
た

　
　
　
　
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

「
手
あ
そ
び
、
わ
ら
べ
う
た

　
　
　
　
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

飯野さんの尺八の演奏

10
月
７
日
（ 土）
、
名

月
を
眺
め
な
が
ら
、

図
書
館
の
庭
で
朗
読

と
音
楽
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
朗
読
の
演
目
は
、「
よ

だ
か
の
星
」（
市
川
す
み

江
さ
ん
）
／
「
月
夜
の
電

信
柱
」（
渋
谷
和
枝
さ
ん
）

／
「
大
根
の
月
」（
浜
永
鈴
美

さ
ん
）。
音
楽
は
、
尺
八
演
奏

を
飯
野
幸
保
さ
ん
、
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
を
国
沢
知
香
さ
ん
で
し
た
。
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